
氏名 　角　谷　　常　子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

近年取り組んでいる、木簡と石刻という２つの出土文字資料研究において、資料そのものの研
究とともに、文献史料から、その社会背景を重視した研究を行ない、韓国及び日本におけるシ
ンポジウムにおいて発表した。

日本セカンドライフ協会講演４回（大阪市）

国際交流委員・学生指導委員長・セクハラ委員

学生の内発的な学習意欲を引き出すことと、歴史は過去のことではなく、現在の自分に繋がっ
ていることを気付かせることに努めている。具体的には、困難と思われる課題でも否定せず、
資料・文献を紹介するとともに、課題がもつ意義を認識させ、新たなアプローチを模索させる
よう指導する。また、過去の事象がどのように現代に影響しているかを、できるだけ身近で具
体的な例をあげるようにする。

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東洋史研究会・史学研究会・日本秦漢史学会・木簡学会・東方学会・日本出土資
料学会

出土文字資料からみた漢代社会

京都大学大学院文学研究科東洋史学専攻博士課程単位取得満期退学

博士（文学）
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（書評）水間大輔
著『秦漢法制研
究』

（書評）太田幸
男・多田狷介編著
『中国前近代史論
集』

太田幸男・多田狷介編著『中国
前近代史論集』について卑見を
述べた。

（その他）

2008年５月22・23日 中国古中世史学会第
３回国際学術討論会
（韓国忠北大学校）

2008年4月 『古代東アジアの情
報伝達』汲古書院

『法制史研究』58

『日本秦漢史学会会
報』第９号

『歴史と地理』619号
（山川出版社）

2009年3月1日

2008年12月

2008年11月

『奈良史学』第26号

『中国古中世史研
究』第20輯

2009/1/1

2008年8月
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概　　　　　　　要

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

後漢時代における
為政者による顕彰

後漢に石刻が流行するが、その
社会的背景や原因を明らかにす
るため、それ以前の出土文字資
料について、その意味を論じ
た。

後漢時代には、それまで無かっ
た方法で人を顕彰するようにな
るが、その歴史的意味をさぐっ
た。

水間大輔著『秦漢法制研究』に
ついて卑見を述べた。

中国古代の公文書、特に下達文
書の書式を検討し、命令文書の
呼称としてみえる教についての
私見を述べた。

中国前近代の女性を研究するた
めの文献を紹介した。

中国古代簡牘における公文書の
書式を分類し、内容との関連を
述べた。


